
鶴里小学校では、5年生の児童13人が稲の脱穀を行いました。児童らは4月から地域
講師の指導の下で米作りに取り組み、稲の成長を見守ってきました。この日の脱穀は、
同校内の民族資料館にある「足踏み脱穀機」や「千歯扱き」を使った昔ながらの手法で
行い、さわやかな秋空の下で収穫の喜びを味わいました。　　　　　　10月16日（金）

収穫の喜びに　はじける笑顔
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児童虐待ってどんなこと？

対
応
件
数
は
、
調
査
を
開
始
し
た

平
成
2
年
度
か
ら
18
年
連
続
で
増

加
し
続
け
て
お
り
、
10
年
前
と
の

比
較
で
は
約
6
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
市
や
関
係
機
関
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
私
が
虐
待
を
す
る
？

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
疲
れ
が
た

ま
っ
て
い
て
、
つ
い
つ
い
強
く
し

か
っ
て
し
ま
っ
た
』
こ
ん
な
こ
と

は
、
親
な
ら
誰
で
も
経
験
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
虐
待
」
と
い
う
言
葉
は
、
非

常
に
き
つ
い
言
葉
で
す
が
、
そ
も

そ
も
「
虐
待
」
と
は
何
を
言
う
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
虐
待
が
子

ど
も
の
成
長
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

児
童
虐
待
な
ん
て
、

テ
レ
ビ
の
中
の
出
来
事　

近
年
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で

児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状

況
に
お
い
て
、
児
童
虐
待
問
題
は

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
児
童
虐
待
は
ニ
ュ
ー
ス

の
話
で
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
に
は

関
係
の
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
実
は
、
児
童
虐
待
は
皆

さ
ん
の
身
近
な
所
で
も
起
こ
っ
て

い
る
問
題
な
の
で
す
。

　

年
で
約
6
倍

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

平
成
20
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談

所
で
対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
対

応
件
数
（
速
報
値
）
は
、
前
年
度

よ
り
5
％
増
加
し
た
42
万
6
千
6

2
4
件
で
し
た
。
児
童
虐
待
相
談

　

核
家
族
の
増
加
や
近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
子
育
て
に
不

安
感
や
負
担
感
を
も
つ
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
が
、
児
童
虐
待
の
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
私
た
ち
の
地
域
に

お
け
る
児
童
虐
待
の
実
態
と
、
そ
の
現
場
で
か
か
わ
る
方
々
の
声
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
地

域
全
体
で
児
童
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

10

守
ろ
う
よ

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み

毎年11月は「児童虐待防止推進月間」です。

2009.11.1　広報とき
2



児童虐待ってどんなこと？児童虐待ってどんなこと？
「しつけのつもり･･･ 」「子どものため･･･ 」
　児童虐待とは、親（または保護者）によって子どもに加えられた行為で、子どもの心身を傷つけ、健
やかな成長・発達を損なう行為です。たとえ親が「しつけ」だと思っていても、子どもに危害が及んで
いれば、それは虐待です。
　虐待は、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレクトの４種類に分類されるのが一般的ですが、
暴力と暴言や脅し、性的暴行と暴力や脅しなど、複数の種類が複雑に絡まり合って起こる場合もあります。

言葉による暴力や差別など、子どもを心理的に傷つける
行為です。その結果として、強いおびえ・不安・うつ状態、無
表情・強い攻撃性などの神経症が表れることがあります。

● 大声や脅しなどで恐怖に陥れる
● 無視や拒否的な態度を取る
● 自尊心を傷つける言葉を繰り返し使い
　 傷つける など

心理的虐待
子どもの身体に危害を加え、健康や生命に危険を及ぼ

す行為で、ひどい場合には死に至ることがあります。

● 身体を殴ったり蹴ったりする

● ● 投げ飛ばす、やけどをさせる、溺れさせる

● ● 異物を飲み込ませる

● ● 厳冬期などに戸外に閉め出す など

身体的虐待

子どもを放置したり、養育の放棄や拒否など、
子どもの健康や安全を損なう行為。

●● ● ● 子ど子子ど子ど子ど子 もにもにも ミルクや食べ物を与えない
● ●●● ひどひどひどく不く不く不潔な潔な潔 ままにする
●● ● ● 重大重大重大重大大大な病な病な病な病な病な病な病な病気に気に気に気に気に気にににに気に気になっなっなっなっなっなっななな ても医者へ連れて行かない
●●●●●● ● 炎天炎天炎天天天下の下の下の下の下 車の車の車の中に中に中に放放放置放置放置放置放置放置放置放置放置するすすすすす
● ● 登校登校登校登校登校登 をを禁を禁を禁を禁を禁止す止す止す止す止す止すすする るるる るるる などなどなどどなど

ネグレクト
子ども自身も秘密にする傾向があり、最も発子

見が困難なタイプです。異性への極端な嫌悪見

感を生むなど、心身の発達に重大な傷を残す

ことがあります。

● 子どもへの性交や性的な行為の強要

● 性器や性交を見せる など

性的虐待

児童虐待の
パターン
児童虐待の
パターン

虐
待
が
与
え
る
子
ど
も
へ
の
影
響

ご存じですか

虐
待
は
、
成
長
段
階
に
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
身
体
、
情
緒
、
行
動
、

性
格
形
成
な
ど
、
非
常
に
広
い
範

囲
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
期
に
受
け
た
虐
待

で
あ
っ
て
も
、
思
春
期
に
入
っ
て

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

身
体
発
育
へ
の
影
響

身
体
的
な
虐
待
に
よ
り
、
身
体

に
障
が
い
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
心
理

的
虐
待
に
よ
る
「
愛
情
遮
断
症
候

群
」
の
た
め
、
低
身
長
・
低
体
重

が
生
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

知
的
・
認
知
的
発
達
へ
の
影
響

知
的
な
発
達
の
遅
れ
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
乳
幼
児
で
は
言
葉
の
獲
得
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
親
に
褒
め
ら
れ
る
こ

と
で
ま
す
ま
す
頑
張
り
ま
す
が
、

親
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
は
学
習
意
欲
も
上
が
ら
な
い
た

め
、
発
達
上
は
問
題
が
な
い
子
ど

も
で
も
低
学
力
に
結
び
付
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

行
動
・
情
緒
・
性
格
形
成
へ
の
影

響（
ト
ラ
ウ
マ
反
応
）

虐
待
は
、
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外

傷
）
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
が
非

常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
虐

待
を
受
け
て
児
童
養
護
施
設
で
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
は
「
不
安
症

状
」、「
抑
う
つ
症
状
」
や
「
怒

り
の
反
応
」
が
顕
著
で
あ
る
と
し

た
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

オレンジリボン運動
オレンジリボンには「児童

虐待防止」の象徴として、

児童虐待を防止するという

メッセージが込められてい

ます。
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11月は「児童虐待防止推進月間

ネットワークを大切に、連携・
協力して、児童虐待の問題を
社会全体で解決していくこと
が大切です

土岐市家庭児童相談員

柳河瀬 久夫 さん

手
段
を
検
討
し
ま
す
。
家
庭
内
で

起
き
て
い
る
問
題
の
多
く
は
、
保

護
者
自
身
の
子
ど
も
時
代
の
家
庭

を
再
現
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
良
い
親
で
あ
ろ

う
と
努
力
し
、
う
ま
く
行
か
な
い

こ
と
に
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
、
そ
れ

に
加
え
て
生
活
上
・
経
済
上
の
困

難
が
重
な
り
、
子
育
て
の
不
調

（
育
児
失
調
症
）
を
起
こ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
良
い
親
で
な
く
良

い
親
子
関
係
を
保
つ
こ
と
、
親
子

が
互
い
に
尊
重
し
あ
う
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

大
切
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す

子
ど
も
は
親
や
家
庭
の
大
切
な

存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
の

中
の
子
ど
も
、
「
土
岐
市
の
子
ど

も
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
１
人
で

悩
ん
で
い
た
方
が
「
私
や
私
た
ち

の
家
族
を
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

た
ち
が
心
配
し
親
身
に
な
っ
て
支

援
し
て
く
れ
る
」
と
感
じ
な
が
ら
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
か
か
わ
る
人
た

ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
子

育
て
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

し
て
し
ま
っ
た
保
護
者
の
ほ
と
ん

ど
は
、
自
分
が
し
た
こ
と
を
正
し

い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
自
身
が
子
ど
も
時
代
に
虐
待
を

受
け
て
き
た
り
、
社
会
か
ら
相
手

に
さ
れ
な
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

あ
る
意
味
、
社
会
か
ら
虐
待
さ
れ

て
き
た
被
害
者
で
も
あ
る
の
で
す
。

良
い
親
に
な
る
の
で
は
な
く
、

良
い
親
子
関
係
を
保
つ
こ
と

が
大
切

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は
、
具

体
的
な
解
決
方
法
を
相
談
者
と
一

緒
に
考
え
ま
す
。
実
家
の
援
助
、

保
育
園
の
利
用
、
精
神
科
・
心
療

内
科
の
受
診
、
親
子
だ
け
で
過
ご

す
時
間
を
減
ら
す
工
夫
、
子
育
て

支
援
機
関
、
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
や
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利

用
、
離
婚
・
多
重
債
務
な
ど
は
法

律
相
談
の
利
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

1
人
で
悩
ま
ず
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

家
庭
児
童
相
談
室
は
、
０
〜
18

歳
未
満
の
虐
待
な
ど
の
養
護
相
談

を
は
じ
め
、
心
身
障
が
い
相
談
、

非
行
・
い
じ
め
・
不
登
校
の
相
談

な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

市
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、

継
続
相
談
を
含
め
る
と
3
1
9
件

で
、
虐
待
相
談
は
８
件
で
し
た
。

悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
は
勇
気

が
い
り
ま
す
が
、
相
談
内
容
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
な

い
で
、
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
気
持
ち
を

理
解
す
る

私
た
ち
は
虐
待
を
し
た
保
護
者

を
責
め
た
り
悪
者
扱
い
は
し
ま
せ

ん
。
保
護
者
の
不
安
や
焦
り
、
無

力
感
な
ど
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
虐
待
を

一人で抱え込まないで。地域のみんなで児童虐待を防ぐ。一人で抱え込まないで。地域のみんなで児童虐待を防ぐ。

ある精神科医は、子育てを「苦楽しい」

と言っています。ものすごく苦しい、け

れども楽しいという意味です。

「子どもをたたいてしまった」「怒鳴って

しまった」「不安である」「イライラする」…。

市では子どもと保護者を虐待の被害か

ら守るためのネットワークを作り、総合

相談から専門的な相談まで応じ支援をし

ています。

子育てのことでどうしたら良いのか分

からない場合、一人で悩まずに、まずは

相談してください。

土岐市の取り組み

警察署 病　院

民生委員・児童委員
主任児童委員 人権擁護委員

幼稚園 社会福祉協議会

保育園 保健所（保健センター）

子育て支援センター 学校・教育委員会

児童相談所

福祉事務所

市では、こんなネットワークを作って子どもを見守っています

市　

民

くるたの

2009.11.1　広報とき
4



0570-064-000

☎22-0110

児童虐待防止のために皆
さんの協力を

東濃子ども
相談センター所長

松川 芳高 さん

1人も見落とさないため
に地域で見守ることの大
切さを分かって欲しい

土岐市民生児童委員
主任児童委員

清野 昭子 さん

同
時
に
保
護
者
と
相
談
を
始
め
、

事
実
の
確
認
と
、
ど
う
し
た
ら
子

ど
も
の
安
全
が
守
ら
れ
適
切
な
養

育
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。「

児
童
虐
待
防
止
法
」
で
は
、

皆
さ
ん
に
も
虐
待
の
通
告
を
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
通
告
し
た
方

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
地

域
の
子
ど
も
で
「
虐
待
か
な
？
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

は
、
市
児
童
課
ま
た
は
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
ま
ず
相
談
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
児
童
相
談
所
）
は
、
東
濃
５
市

を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間

に
お
よ
そ
1
0
0
件
の
虐
待
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
児
童
虐
待
が

増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
経
済

不
況
・
所
得
格
差
や
核
家
族
化
の

進
展
・
孤
立
化
す
る
子
育
て
な
ど
、

社
会
的
な
問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡

ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

虐
待
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
ま

ず
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
安
全
確

保
（
必
要
な
と
き
に
は
一
時
保

護
）
を
最
優
先
し
て
行
い
ま
す
。

一人で抱え込まないで。地域のみんなで児童虐待を防ぐ。

子どもへの虐待を発見した場合や、「虐待ではないか
な？」と気になる子どもがいる場合、ためらわずに
通告・相談してください。

皆さんもネットワークの一員です

児童虐待の通告、子育ての不安や悩みの相談は…

土岐市児童課・家庭児童相談室

 ☎54-1111（内線166）
または 東濃子ども相談センター

 ☎23-1111（緊急、夜間、休日も受け付けます）
もしも、生命の危険が
迫っている状況と
判断した場合は…

多治見警察署

児童相談所全国共通ダイヤルの
運用を開始しました

　育児や子育てに悩んだとき、虐待を受けた
と思われる子どもを見つけたときなどに、た
めらわずに児童相談所に電話していただける
よう、全国共通の番号によって近くの児童相
談所に電話がつながる仕組みが始まりました。

詳しくは、児童課（内線161～165）へどうぞ。

私
は
4
人
の
子
育
て
を
経
験
し

て
い
ま
す
が
、
初
め
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も

「
完
璧
な
母
親
は
い
な
い
。
子
ど

も
を
一
人
の
人
間
と
し
て
見
よ

う
」
と
見
方
を
変
え
て
か
ら
は
気

持
ち
に
余
裕
が
で
き
、
子
育
て
が

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
中

の
親
御
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
は
自

分
と
違
う
個
性
を
持
っ
た
一
人
の

存
在
で
あ
る
こ
と
認
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
長
所
を
伸
ば
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
虐
待
に
か
か
わ
っ
て
思
う

こ
と
は
、
親
を
助
け
な
い
と
子
ど

も
を
救
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

児
童
虐
待
な
ど
子
育
て
の
問
題
は
、

都
市
部
の
話
で
は
な
く
私
た
ち
の

街
で
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
、
虐
待
の
心
配
が
あ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
ら
通
告
・
相
談

を
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
件
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
す
。
通
告
・
相
談
は
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
め

の
手
助
け
が
、
子
ど
も
や
親
を
助

け
る
の
で
す
か
ら
。
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人事行政の運営などの状況を公表します

職員の任免および職員数に関する状況
（1）職員の採用・退職の状況（平成20年4月2日から平成21年4月1日）

（2）事由別退職者数（平成20年4月2日から平成21年4月1日）

 職　　種 平成20年4月1日現在 期間内の退職者 期間内の採用者 平成2１年4月1日現在
一般事務・技術職 312 19 18 311
研究職  8 0 0 8
医師・歯科医師 41 6 9 44
薬剤師・医療技術職 73 0 1 74
看護・保健職 200 16 5 189
保育士・幼稚園教諭 111 12 12 111
消防職  68 2 2 68
技能労務職  111 9 4 106
 合　　計 924 64 51 911

職員の競争試験および選考の状況
平成20年度中に実施した職員採用試験の状況

（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

 職　種 申込者数 受験者数（ａ） 合格者数（ｂ） 競争率（ａ/ｂ）
一般事務職  68 65 13 5．0
一般事務職（身体障がい者） 3 3 0 ―
保育士・幼稚園教諭 58 53 12 4．4
消防職  8 8 2 4．0
病院事務職  13 10 　1 10．0
作業療法士  2 2 1 2．0
看護師・准看護師 5 5 5 1．0
技能労務職（知的障がい者） 12 12 1 12．0
老健看護助手  3 3 3 1．0
 合　　　計 172 161 38 4．2

 定年退職 勧奨退職 普通退職 免　　職 失　　職 割愛など 合　　計
 17 14 24 0 0 9 64

（3）職員数の状況

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人，倍）

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

公
営
企
業
な
ど

秘書広報課職員係（内線206・207）

  職　員　数 対前年 
主 な 増 減 理 由

 平成20年 平成21年 増減数
 議　　　会 5 5  
 総　　　務 73 72 △1 事務の統合・縮小
 税　　　務 28 27 △1 事務の統合・縮小
 民　　　生 130 127 △3 欠員不補充
 衛　　　生 71 71  
 労　　　働 0 0  
 農　　　水 9 9  
 商　　　工 21 21  
 土　　　木 34 35 1 実務研修派遣
 小　　計 371 367 △4 
 教　　　育 94 94  
 消　　　防 68 68  
 小　　計 162 162  
 病　　　院 333 326 △7 欠員不補充
 水　　　道 16 15 △1 事務の統合・縮小
 下　水　道 18 17 △1 事務の統合・縮小
 そ　の　他 25 25 
 小　　計 392 383 △9
 合　　　計 925 912 △13

この公表は、人事行政の運営などの状況を皆さんにお知らせすることにより、その公正性・透明性を高める
ことを目的として、「土岐市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき行われるものです。

1

2
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職員の給与の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）
○総括

 
区　分

 住民基本台帳人口 歳　出　額 
実質収支

 人　件　費 人件費率 19年度の人件費率
  （年度末） （Ａ）  （Ｂ） （Ｂ／Ａ） （参　考）
 
20年度

 61，249人     
  平成21年3月31日 

17,533,971千円 347,068千円 4,147,458千円 23.7％ 24.8％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（1）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）
○職員の平均給与額、初任給などの状況

 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
 313,200円 374,300円 40.5歳 247,500円 288,200円 45.7歳

（2）職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

 
区　　　分

 土　　岐　　市
   決定初任給 採用　2　年経過日　給料額
 
一般行政職

 大学卒 172,200円 184,200円
  高校卒 140,100円 148,500円

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

 
区　分

 職　員　数 給　　　与　　　費 1人当たり給与費
  （Ａ） 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）
 21年度 529人 1,885,338千円 313,963千円 753,578千円 2,952,879千円 5,582千円
（注）1.この表は病院、水道など企業会計と特別会計を除いた職員給与費です。
　　2.職員手当には退職手当を含んでいません。
　　3.給与費は当初予算に計上された額です。

（3）ラスパイレス指数の状況

 区　　分 18年度 19年度 20年度

 土　岐　市 95.5 96.0 96.1

 全国市平均 97.4 97.9 98.3 （指定都市を除く）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を表す指数です。

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成21年4月1日現在）

 区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
 
一般行政職

 大学卒 250,800円 310,600円 349,000円
  高校卒 220,300円 258,600円 318,900円
（注）1．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいい、採用前に職歴がある場合は、その年数を含みます。
　　2.それぞれの学歴区分で、該当する経験年数の職員がいない場合は、想定される標準的な給料月額を記載しています。

（4）一般行政職の級別職員数の状況（平成21年4月1日現在）

 区　　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
 標 準 的 な 職 務 内 容 職　　員 職　　員 主　　査 係　　長 課長補佐 課　　長 部　　長 
 職　　　　員　　　　数 23人 33人 58人 65人 32人 30人 22人 263人
 構　　　　成　　　　比 　8.7％ 12.6％ 22.0％ 24.7％ 12.2％ 11.4％ 　8.4％ 100％
 1年前の構成比 　8.4％ 11.4％ 22.9％ 26.7％ 9.9％ 13.4％ 　7.3％ 100％
 5年前の構成比 　0.3％ 10.6％ 25.3％ 29.0％ 11.3％ 16.0％ 　7.5％ 100％
（注）1．行政職の給料表は、平成18年4月1日から従来の8級制を7級制に変更しました。
　　　　このため、上記の表のうち参考欄に掲げる5年前の構成比は、当時の級区分を現在の級区分に置き換えて比較をしています。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

（5）特別職の報酬などの状況（平成21年4月1日現在）

参
考

 議　　　長 464,000円
 副　議　長 428,000円
 議　　　員 393,000円
 市　　　長 （算定方式）給料月額×500／100×在職年数
 副　市　長 （算定方式）給料月額×300／100×在職年数

 区　　　分 月　　　　額 期末手当（20年度支給割合）

 市　　　長 870,000円

 副　市　長 725,000円

 　6月期 2.125月分
 12月期 2.325月分
 　　計 4.45月分　
 　6月期 2.125月分
 12月期 2.325月分
 　　計 4.45月分　

給
料

報
酬

退
職
手
当

3
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職員の分限および懲戒処分の状況
（1）分限処分者数（平成20年度）

職員の勤務時間その他勤務条件の状況

 区　　分 降任 免職 休職 降級 合計 失職
 勤務実績の不良 － － － － － －
 心身の故障 － － 10人 － 10人 －
 適格性の欠如 － － － － － －
 廃職または過員 － － － － － －
 刑事事件による起訴 － － － － － －
 欠格条項該当 － － － － － －

 区　　　分 戒告 減給 停職 免職 合計 訓告など
 法令違反 － － － － － －
 職務上の義務違反または職務怠慢 － － － － － 15人
 非行行為 － － － － － －

（2）懲戒処分者など（平成20年）

 申請件数 許可件数
 2件 2件

（6）職員手当の状況
 区　　分  土　　岐　　市
   （平成20年度支給割合）
   期末手当 勤勉手当
 期末手当 　6　月期 1.40月分 0.750月分
 勤勉手当 12月期 1.60月分 0.750月分
  計 3.00月分 1.50月分　
 職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有
  （支給率） 自己都合 勧奨・定年
  勤続20年 21.00月分 27.30月分
  勤続25年 33.75月分 42.12月分
  勤続35年 47.50月分 59.28月分
 
退職手当

 最高限度額 59.28月分 59.28月分
  　その他の加算措置  定年前早期退職
    特例措置　　　
    （2%～20%加算）
  一人当たり 自己都合 　２,335千円
  平均支給額 勧奨・定年 22,880千円

 区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

配偶者 13,000円
扶養親族である子など 6,500円
（配偶者がない場合は、そのうち1人について11,000円）
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子　5,000円加算

所有住居の世帯主である職員 2,500円
（取得後5年を経過するまでの期間に限る）
家賃を払っている職員 27,000円以内

交通機関を利用して通勤する職員 55,000円以内
自動車など交通用具を使用して通勤する職員
（使用距離に応じて支給) 24,500円以内

（注）１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員（割愛による退職
　　を除く）に支給された平均額です。

（注）平成19年4月1日から獣医師手当を廃止し、特殊作業手当・病院手当・特殊養護
　　手当の支給方法および支給額の見直しを実施しました。

（注）扶養手当について、平成19年4月1日から、扶養親族である子などの支給月額を6,500円としました。

（注）訓告などには、文書注意などを含みます。

扶養手当

住居手当

通勤手当

同

同

一部異

な　　し

な　　し

使用距離区分が一部異
なる

（1）勤務時間　1週間当たり38時間45分　1日7時間45分　8時30分から17時15分まで
（2）休憩時間　12時から13時まで
（3）週　休　日　土曜日および日曜日
（4）そ　の　他　病院（診療所、老人保健施設を含む）、恵風荘、保育園、環境センター、衛生センター、図書館、給食セン

ターなどに勤務する職員については、所属長が任命権者の承認を得て勤務時間、休憩時間、週休日を別
に定めています。

特殊勤務
手 当
（20年度）
医師手当
を除く

職員全体に占める
手当支給職員の割合
支給対象職員

1人当たり平均支給額
手当の種類（手当数） 

代 表 的 な
手当の名称

支給額の多い
手当

多くの職員に
支給されてい
る手当

病院手当

特殊作業勤務手当
（し尿、ごみの収集など）

夜間看護手当

40.5％

179,769円

6

 
時間外勤務

  支給総額 146,962千円
 
手当
 20年度 職員一人当たり 

188千円
   支給年額

職員の服務の状況
○営利企業など従事の許可などの状況

4

5

6
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職員の研修および勤務成績の評定の状況
（1）職員研修の実施状況

主　な　研　修　内　容
市町村職員中央研修所　など
新規採用職員研修・中堅職員研修・課長級職員研修　など
地方公営企業制度・選挙　など
パソコン研修・法制度講座　など
ビジネス文書作成研修
コーチング研修
政策法務研修
プレゼンテーション研修
メンタルヘルス研修
勤務評定者基本研修・新規採用者研修
CSマインド研修・人権啓発研修、法制執務研修

研　修　項　目
研修所など派遣研修

市町村職員
研修センター

東濃西部広域行政事務組合

内部研修

その他

階層別研修
実務研修
スキルアップ研修

階層別研修
実務研修

実施件数
4件
5件
9件
10件
1件
1件
1件
1件
2件
2件
3件
3件
42件

参加人数
4人
48人
13人
43人
8人
8人
8人
6人
16人
45人
77人
44人
320人

職員の福祉および利益の保護の状況
（1）職員の健康診断の状況

（2）公務災害の発生状況

 区　　　　分 認定件数
 公務上の災害 9件
 通勤による災害 0件

 区　　　　分 第1次評定者 第2次評定者
 条件付き採用期間職員 課長補佐など 課長など
 一般職員 課長など 部長など
 課長など 部長など 副市長
 部長など 副市長 市長

（3）職員互助会への補助（平成21年度予算）
土岐市職員互助会が実施する福利厚生事業に対し、年間220万円を補助しています。
【参考】平成20年8月決算の土岐市職員互助会の福利厚生事業費総額　24,043千円

 区　　　　　分 受診者数 対　　　　象　　　　者 一人当たり市負担額
 産業保健センター（ドック） 183人 
 市立総合病院（ドック） 　82人 全職員（医療業務従事職員の一部を除く） 6,500円
 産業保健センター（一般検診） 487人

（注）職員は、土岐市公平委員会に対し、任用、給与、勤務条件など
　　人事管理の全般に関する苦情の申し出や相談、勤務条件に関し
　　適切な措置を講ずるよう要求することができます。

（注）なお、勤務成績の評定については、平成２０年度において目標管理手法を導入した新たな「人事評価制度」を構築し、平成２１年度から新制度の試行を
　　行っています。

（2）勤務成績の評定の状況
○概要
地方公務員法第40条第1項（勤務成績の評定）に規定されていることに基づき、「土岐市職員勤務評定実施要綱」を制定

し、職員の勤務評定を平成11年から実施しています。

○勤務評定の内容
①評定基準日　毎年12月1日（条件付き採用期間の職員は、採用後6月を経過する日）
②被 評 定 者　特別職職員、臨時職員および非常勤職員を除く全職員
③評　定　者　被評定者ごとに第1次評定者、第2次評定者を定めています。

④評 定 区 分　前記区分ごとに必要とされる要素を設定し、評定します。
　例）一般職員の評定要素
　　　成績評定（仕事の質・量）、態度評定（服務規律・責任感・協調性など）、能力評定（企画力・応接力・理解力など）
⑤評定の方法　平均評定および総合評定により5段階（S～D）に評定します。

行財政講演会　など

（4）公平委員会の業務状況（平成20年度）
平成20年度における公平委員会の業務の状況は次の通りです。

 業　　務　　の　　内　　容 該当件数
 給与、勤務時間その他の勤務条件に関する報告および勧告 0件
 勤務条件に関する措置の要求 0件
 不利益処分に関する不服申し立て 0件
 苦情相談 0件

合　　　　計

7

8
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モ
リ
モ
リ

い
き
い
き

2009.11.1　広報とき
10

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
１
月
か
ら

9
月
末
日
ま
で
の
火
災
件
数
は
25
件
で
、

昨
年
の
同
時
期
よ
り
8
件
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

11
月
9
日
〜
15
日
は
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
家

や
地
域
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

消
防
法
と
土
岐
市
火
災
予
防
条
例
の
改

正
に
よ
り
、
一
般
住
宅
に
つ
い
て
も
、
平

成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
大
事
な
家
族
や
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

ご
家
庭
で
は
一
日
で
も
早
く
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す

火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、
市
内
の
小

中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
1
3
3
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の

方
が
岐
阜
県
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

■
財
団
法
人
岐
阜
県
消
防
設
備
保
安
協
会

長
賞

各
務
友
一
朗
（
泉
中
学
校
2
年
）

■
岐
阜
県
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導
協

議
会
長
賞

原
科
拓
弥
（
妻
木
小
学
校
4
年
）

こ
の
ほ
か
、
上
位
入
賞
作
品
を
11
月
上

旬
よ
り
消
防
本
部
・
市
役
所
・
南
消
防
署

な
ど
で
巡
回
し
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部
（
☎
○53　
0

1
2
3
）
へ
ど
う
ぞ
。

詳
し
く
は
、
児
童
課（
内
線

1
6
6
）ま
た
は
総
合
政
策
課

（
内
線
2
1
3
）へ
ど
う
ぞ
。

秋季全国火災予防運動

日本年金機構

11月９日～15日は

『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子』

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
が
今
月

行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
で
こ
の
よ
う
な

暴
力
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
身

近
な
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
一
人
で
悩
ま

●取り付けが義務付けられている所
●取り付けをお薦めする所

原科拓弥さんの作品 各務友一朗さんの作品

寝室
階段

台所居室

寝室

ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

「
電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
0
5
8
　

|　

2
7
8
　

|　

0
8
5
8

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時
、

日
〜
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

11
月
12
日
〜
25
日

国民の皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実
現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し「日本年
金機構」として生まれ変わります。
○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事
務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口と
して引き続きご利用いただけます。

○日本年金機構の設立に伴い、国民の皆さんに何らかの
手続きをしていただくことは一切ありませんので、ご
安心ください。

平成22年1月1日スタート！

日本年金機構

厚生労働省

社会保険庁 廃止

公的年金の運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

平成22年1月1日

詳しくは、多治見社会保険事務所（☎○22　0255）へ。

にっぽん



福祉課では、聴覚および音声または言語機能に障が
いがある方が公的機関やそのほかなどに赴く場合、コ
ミュニケーションが円滑にできるよう支援するため、
手話奉仕員を派遣しています。
◆対象者　聴覚障がい者および音声または言語機能障
がい者で手話が理解できる方
◆派遣の条件　おおむね次の通りです。
1.公的機関、医療機関に赴くなど、外出が必要なとき
2.社会参加促進の観点から、外出が必要なとき
3.聴覚障がい者などの自宅において、教育相談などを
行う必要があるとき

◆費用　無料

手話の存在を知っている方は多いと思いますが、市
内には、手話のできる方・分かる方が少ないのが現状
です。手話は、聴覚・音声・言語機能に障がいを持つ
方にとって、大切な意思伝達手段ですが、手話のでき
る方・分かる方がいなくては、意思を伝えることがで
きません。
また、自分には無縁のことでは･･･と思っている方

もいるかもしれませんが、障がいは、障がい者固有の
ことではありません。病気・事故・けがなどで、誰も
が突然にかかわることになるかもしれません。
みんながコミュニケーションの取れる、住みやすい

街づくりの一つとして、手話を覚えてみてはいかがで
しょうか。

口
は
「
食
べ
る
」
「
話
す
」

「
呼
吸
す
る
」
な
ど
、
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
口
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
と
、
食
事
が
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
体
を

動
か
す
こ
と
や
人
と
交
流
す
る
こ

と
が
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、

生
活
全
体
が
活
発
で
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

健
康
な
口
に
す
る
こ
と
が
、
生

き
生
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た

め
の
第
一
歩
で
す
。
皆
さ
ん
も
口

の
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

1
．
口
腔
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク

①
こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た

・
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

・
口
に
食
べ
物
が
残
る

こ
ん
な
症
状
が
頻
繁
に
起
こ
る

場
合
は
、
口
の
機
能
の
低
下
が
疑

わ
れ
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
口
を
湿
ら
せ
、
30
秒
間
に
唾
液

を
何
回
飲
み
込
め
ま
す
か
？

3
回
未
満
の
場
合
は
、
嚥
下
機

能
（
口
の
中
の
飲
食
物
を
胃
ま
で

送
り
込
む
働
き
）
が
低
下
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

2
．
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

健
康
な
口
を
保
つ
た
め
、
唾
液

は
と
て
も
大
切
で
す
。
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
食
事
の
前
が
効
果
的
で
す
》

耳
下
腺
（
じ
か
せ
ん
）

指
を
ほ
お
に
当
て
、
上
の
奥
歯

の
辺
り
を
後
ろ
か
ら
前
へ
回
し

ま
す
（
10
回
）

顎
下
腺
（
が
っ
か
せ
ん
）

親
指
を
あ
ご
の
骨
の
内
側
の
軟

ら
か
い
部
分
に
当
て
、
耳
の
下

か
ら
あ
ご
の
下
ま
で
押
し
ま
す

（
５
ヵ
所
×
10
回
）

舌
下
腺
（
ぜ
っ
か
せ
ん
）

両
手
の
親
指
を
そ
ろ
え
、
あ
ご

の
真
下
か
ら
舌
を
突
き
上
げ
る

よ
う
に
ゆ
っ
く
り
グ
ー
ッ
と
押

し
ま
す
（
10
回
）

家庭
でできる健康保

持
・
増
進

健
康
な
毎
日
は
、
健
康
な
口
か
ら

第7回目は【手話奉仕員派遣事業】について
お知らせします。

【障がい種類別の身体障がい者数　(平成20年4月1日現在）】
視覚障がい
171人　6％

聴覚平衡
機能障がい
221人　7％内部障がい

1,０１３人　34％
音声言語
機能障がい
27人　1％

肢体不自由
1,565人　52％

ボランティア団体「土岐手話サークル竹の子」をご
存じですか。竹の子では、サークル活動を通して手話
を学び、仲間づくりをするとともに、手話講座、講演
会の開催や各種行事などへ手話ボランティアスタッフ
として参加しています。手話に興味のある方、手話を
通じて障がいを持つ方をサポートしたいと思っている
方は「土岐市ボランティア連絡協議会（ウエルフェア
土岐内・☎○57　6661）」へお問い合わせください。

～手話に興味のある皆さんへ・
　　手話ボランティアサークルのご紹介～

こ
う
く
う

だ
え
き

え
ん
げ

ささえ、ささえられて
ホッと、安心～みんなの笑顔

このコーナーでは、福祉の制度やよく
ある質問についてお知らせします。福祉の

知ってほしい

福祉課

モ
リ
モ
リ

モ
リ
モ
リ

い
き
い
き

い
き
い
き

話

詳しくは、福祉課障害・給付係（内線152）へ。
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高
額
療
養
費
と
は
？

重
い
病
気
な
ど
で
病
院
な
ど
に

長
期
入
院
し
た
り
治
療
が
長
引
く

場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
家

計
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、

同
じ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
一
定
の
金
額
（
自
己

負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
場
合
、
保
険
外
併

用
療
養
費
の
差
額
部
分
や
入
院
時

食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養

費
の
自
己
負
担
額
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
と
は
？

1
年
間
（
毎
年
8
月
か
ら
翌
年

7
月
）
の
世
帯
の
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
が
合
算
し

て
高
額
と
な
っ
た
と
き
、
一
定
の

金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超

え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

市民課・保険年金係
内線131～136

19

灯
を
消
さ
な
い
こ
と

今
年
の
第
1
回
目
の
土
岐
市
男
女
共
同

参
画
推
進
講
座
と
し
て
、
9
月
19
日（
土
）

に
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た
〝
人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
9
ぎ
ふ
〞
と
〝
全
国
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
9
i
n
ぎ
ふ
〞
で

行
わ
れ
た
講
演
を
聴
講
し
て
き
ま
し
た
。

〝
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ハ
ー
ト

フ
ル
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
ぎ
ふ
〞
で
は
、

昨
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
の

脚
本
家
田
渕
久
美
子
氏
に
よ
る
「
女
の
道

は
一
本
道
」
と
、
〝
全
国
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
9
i
n
ぎ
ふ
〞
で

は
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
の

佐
藤
博
樹
氏
に
よ
る「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
働
き
方
の
改
革
」
〜
希
望
が

実
現
で
き
る
職
場
を
目
指
し
て
〜
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
講
演

を
聞
い
た
方
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
男
性
・
女
性
の
共
同
参
画
の
話
を
聞
い

て
、
自
分
も
妻
に
も
う
少
し
協
力
し
て
助

け
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
」

「
田
渕
氏
の
話
は
、
親
近
感
が
あ
り
楽
し

い
講
座
で
し
た
。
佐
藤
氏
の
話
は
よ
く
分

か
り
、
自
分
た
ち
（
お
そ
ら
く
70
歳
前
後

の
方
）
が
変
わ
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
」

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
＝
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
に
つ
い
て
、
講
演
を

聴
い
て
本
来
の
意
味
が
良
く
理
解
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
生
活
に
お
い
て
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
う
。
こ
の
考
え
方
は
、
今
の
時

代
を
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
」

「
男
女
共
同
参
画
は
地
道
な
活
動
と
思
い

ま
す
が
、
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
長
く
続
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

皆
さ
ん
、
こ
の
感
想
を
読
ん
で
ど
う
感

じ
ま
し
た
か
？
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
意

見
が
、
少
し
ず
つ
私
た
ち
の
周
り
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
第
2
回
男
女
共
同
参
画
推
進
講
座
を
12

月
5
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
本
紙
と
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※上位所得者とは、70歳未満を含む世帯で、世帯全体
の基準所得額の合計額が600万円を超える場合です。
※支給額が500円以下の場合は支給されません。
※平成21年度は、平成20年　4　月～平成21年　7　月の16カ
月分で計算した（　）内の自己負担限度額が適用され
ます。ただし、12カ月で計算した支給額が16カ月で計
算した支給額より高くなる場合は、12カ月で計算した
支給額となります。

高額医療・高額介護合算制度における自己負担限度額

現役並み所得者（上位所得者※）
世帯に課税所得145万円
以上の方がいる世帯

一般
上記以外の世帯

低所得2
下記以外の世帯

低所得1
世帯の各所得から必要経費・
控除額を差し引いて0円と
なる世帯

70歳～74歳を
含む世帯 

所　得　の　区　分
70歳未満を
含む世帯

67万円

（89万円）

126万円

（168万円） 

56万円

（75万円） 

31万円

（41万円）

19万円

（25万円）

67万円

（89万円）

34万円

（45万円）

住民税
課税世帯

住民税
非課税世帯

VOL.64男女共同参画社会の実現を目指して

男と女のいきいきコラム

2009.11.1　広報とき 12



西陵中学校
地域とともにはぐくむ社会性

わが校自慢

夢
西
陵
中
学
校
で
は
、
学
校
行
事
や
生
徒

会
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
社
会
性

を
身
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

前
期
メ
イ
ン
行
事
の
体
育
祭
で
は
、
生

徒
た
ち
は
紅
白
の
団
に
分
か
れ
、
応
援
や

競
技
を
行
う
中
で
、
上
級
生
が
下
級
生
に

働
き
掛
け
た
り
、
仲
間
と
と
も
に
頑
張
る

中
で
仲
間
と
の
き
ず
な
を
強
め
、
学
級
の

和
や
学
年
を
超
え
て
の
交
流
が
で
き
ま
し

た
。後

期
の
大
き
な
行
事
は
合
唱
祭
で
す
。

学
級
・
学
年
の
仲
間
が
真
剣
に
声
を
出
し

合
い
、
全
員
の
声
が
響
き
合
っ
た
と
き
の

充
実
感
は
、
仲
間
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

き
た
喜
び
を
覚
え
ま
す
。

今
年
の
合
唱
祭
は
1
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
合
唱
活
動
は
、
４
月
の
新
入
生
歓

迎
会
よ
り
在
校
生
が
体
育
館
に
響
く
歌
声

で
新
入
生
を
迎
え
入
れ
、
合
唱
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
「
西
陵
中
の
伝
統
」
と
し
て

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
会
活
動
は
、
合
唱
活
動
の

ほ
か
に
日
常
の
あ
い
さ
つ
活
動
や
清
掃
活

動
を
活
動
の
重
点
と
し
て
全
校
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

『
地
域
社
会
の
中
で
』…　
西
陵
中
学
校

で
は
、
生
徒
た
ち
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

社
会
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。
妻
木
町
・

下
石
町
の
町
民
運
動
会
、
夏
祭
り
、
文
化

祭
、
ま
た
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
で
の
福
祉

活
動
な
ど
。
昨
年
は
1
1
2
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
し
、
延
べ
1
9
6
人
の
生
徒

た
ち
が
自
主
的
に
地
域
に
出
掛
け
、
地
域

の
方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

今
年
度
も
多
く
の
生
徒
た
ち
が
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
地
域
の
方
か
ら

も
、
こ
う
し
た
西
陵
中
の
生
徒
の
活
動
は

大
変
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

住宅火災から大切な生命を守るために、
住宅用火災警報器を設置してくださいしょうぼう

消防本部・☎○53　0123

最近、全国各地で消火器による死傷事故が発生して
います。
古くなった消火器、特にさび、傷、変形のあるもの

を使用すると事故の恐れがあります。絶対に使用しな
いでください。

■なぜ、破裂するのか
消火器内部には圧縮された二酸化炭素ボンベが内臓
されています。消火器のレバーを握るとボンベが破ら
れ、本体容器の内部に二酸化炭素が充満し、その圧力
で薬剤が放出されます。その時、消火器本体に腐食や
変形があると、その部分が圧力に耐えられなくなり、
破裂が起こります。

消火器の破裂事故にご注意ください！
◆破裂の恐れがある消火器
○製造後　8　年以上経過している
（消火器交換の目安は約　8　年です）
○キャップや底部がさび付いている
○本体にへこみや変形がある
◆消火器を設置してはならない場所
○湿気の多い場所
（さびが発生しやすくなります）
○直射日光のあたる場所
（容器の酸化を進めます）
○温度変化の大きい場所
（腐食を早める場合があります）

体育祭での3年生のむかでリレー

妻木町夏祭りでのボランティア活動

廃棄処分をする場合は家庭で処分せず、専門の業者
に依頼してください。

〈へこみ〉

〈さび付き〉

広報とき　2009.11.1
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11月23日は「勤労感謝の日」です。「勤労を尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う」という日です。
給食も、多くの人たちのお世話になってできています。今月は、「感謝」について考えます。

手量り栄養法

11月のテーマ 「感謝の気持ちを持って食べよう」

メタボ対策、健康な体づくりのためには、栄養のバラン
スを考えて食事をすることが不可欠で、自分の目安量を
知ることが大切です。今回は、1 日に食べる量の目安を自
分の手に載るだけの量を基準に考える「手量り栄養法」を
紹介します。
一般的に背の高い人は手のひらも大きく、必要なカロ

リーも多いので、自分の手のひらを量り代わりに使うの
がこの方法です。
主食・・・ご飯
自分の手のひらに入るお茶わんの大きさで、

朝、昼、晩1膳ずつ、きちんと取りましょう。
パンの場合は手を広げた大きさ・手の厚みで、うどん・

そば・スパゲティなどはご飯と同じ量です。
主菜・・・肉、魚、卵、豆腐
肉と魚は手のひらの厚み、脂の

多い肉は指を付けて、脂の少ない
肉は指を広げた大きさです。豆腐
は手のひらの２倍の厚さです。

朝は消化の良い卵や納豆などの大豆製品を、昼は腹持ち
の良い肉を、夜はタンパク質や不飽和脂肪酸の多い魚と豆
腐にすると組み立てやすくなります。
副菜・・・野菜、イモ類

野菜は１日に両手３杯が必要です。これで 300g～
350g 取ることができます。１回に両手１杯の野菜を使
うとだいたい100gになります。料理にすると小鉢に２つ、
品良く盛り付けたくらいです。
ここに、ジャガイモ・サトイモ・サツマイモなどのイ
モ類を、手を『グー』にしたくらいの大きさで取りましょ
う。イモ類は安定したビタミンＣと便秘予防の繊維がたっ
ぷり入っています。
次回は・・・手量り栄養法の続きを紹介します。

★毎日、心配をしないで「食べ物」を頂けることへの感謝！
コンビニエンスストアやファストフード、ファミリーレス

トランなどのおかげで、私たちの生活はとても便利になりま
した。好きな時に好きなものが食べられ、飢餓感を感じる機
会も少ないですね。そして、スパゲティー、ピロシキ、ナンな
ど、いろいろな国の料理を楽しむこともできます。
しかし、世界人口60億人のうち、約8億3000万人の人たちが
栄養不足、全世界で7人に1人が飢餓状態にあります。

★命を頂いていることへの感謝！
普段、何気なく食べている肉、魚、野菜、果物は、すべて

命あるものです。私たちは動物や植物の命のおかげで自分た
ちの命をはぐくむことができるのです。

★食にかかわる人々に感謝！
私たちが食べるまでには、生産者、

流通業者、料理を作る人など、多くの
人の手が必要です。

地域で取れた農産物を地域で消費しようとする取
り組みのことです。そうすることで・・・
①消費者のニーズに合わせた農産物の生産や新鮮な
農産物の消費につながります。
②生産者と消費者の交流を図ることで、食育の機会
や、食文化の継承につながります。
③流通コストが削減され、地球温暖化などの環境問
題に貢献できます。

学校給食では・・・

県内産の食材や旬の食材を使うこと、ご飯を
中心にした日本型の食事にすることを大切にし
て、地産地消に努めています。

米、小麦粉、大豆、県内産
物などは、県・市町村・Ｊ
Ａから、牛乳は国から一部
助成を受けています。

「早寝・早起き・朝ご飯」を心掛けて！

感謝の心を大切に！感謝の心を大切に！ 地産地消とは・・・地産地消とは・・・

両手1杯の緑黄色野菜 両手2杯のそのほかの野菜

ぜん
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健康ガイド 健康に関する情報は、市ホームページ
でもご覧になれます。

保健センター（すこやか館内）からの
お知らせ　☎○55　2010

事　業　名 期　　日 備　　考時　　間 場　　所対　　象

乳幼児健康相談

食事相談
みそ汁の塩分測定

もぐもぐ（離乳食）教室

１歳すくすく教室

マタニティクッキング

パパママクラス

ぱくぱく幼児食教室

こころの健康相談

第１期　麻しん・風しん
混合予防接種
（医療機関での個別接種）

3種混合予防接種
（初回・追加）
ジフテリア・百日せ
き・破傷風

（医療機関での個別接種）

健康相談

歯科健診・相談

結核検診（追加）

休日歯科診療

乳幼児の保護者

市民

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者

平成20年11月生まれの
お子さん

妊婦 

妊婦と夫 

　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方

平成20年11月以前に
生まれた　2　歳未満のお
子さん

平成21年　7　月以前に
生まれた　7　歳半未満の
お子さん

11月27日（金）

11月30日（月）

11月26日（木）

12月　1　日（火）

12月　2　日（水）

12月　6　日（日）

12月　4　日（金）

11月24日（火）

昭和45年　4　月　1　日以前
に生まれた方（勤務先・
病院などで受診される
方、妊娠中の方は除く）

12月10日（木）

12月　1　日（火）

12月　2　日（水）

11月23日（月・祝）

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分
午後　1　時30分～　3　時

午後　1　時～　3　時30分

午前10時～11時30分

午前10時～午後1時

午後　1　時～　3　時

午前10時～午後　1　時

午後　1　時～　3　時

保健センター

東濃保健所

相談員：保健師、管理栄養士
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。

定　員：20人（先着10人まで
　　　　託児可能）
持ち物：エプロン、三角巾、
　　　　筆記用具
締め切り：11月24日（火）

定　員：10人
持ち物：母子健康手帳、筆

記用具、お子さん
用のお茶

内　容：おやつの話、試食、
　　　　絵本の読み聞かせ
締め切り：11月27日（金）

定　員：20人（先着順）
締め切り：11月25日（水）

定　員：15組（先着順）
締め切り：12月　4　日（金）

定　員：10組
持ち物：エプロン、三角巾、
　　　　筆記用具
締め切り：11月27日（金）

要予約
東濃保健所（☎○23 1111・内
線362）または保健センター

保健センター

駄知体育館駐
車場

西部支所

保健センター

加藤歯科医院
（泉町）
☎○55　1590

午後　1　時15分～　2　時

午後　1　時15分～　2　時30分

午前　9　時～11時30分

午後　1　時～　3　時

午前　9　時～11時30分

午後　1　時～　3　時

午前　9　時～午後　3　時

血圧測定・尿検査など

歯の健診・相談、歯みがき
指導

※受診票のない方で、検診
を希望される方は、最寄り
の会場へ直接お出掛けくだ
さい。

※受診される際は、医療機
関へお問い合わせの上、お
出掛けください。

麻しん、風しん両方に、確実にかかったことがある方は、対象ではありません。
該当するお子さんは、11月16日（月）までに保健センターへお申し込みください。

①平成21年　7　月生まれのお子さんは、保健センターで実施するＢＣＧ予防接種時に
申し込みの受け付けをします。
②平成21年　6　月以前に生まれた　7　歳半未満のお子さんで、　3　種混合予防接種を　3　回
接種したことがなく、今までに申し込みをされていない場合は、11月16日（月）まで
に保健センターへお申し込みください。

③平成20年11月までに　3　種混合予防接種（初回）を　3　回接種終了されているお子さ
んは、追加接種を11月16日（月）までに保健センターへお申し込みください。

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。

★注

★注

★注

〈　　　　　　　　　　　　　〉
※個別予防接種の申し込みは、保健センターへＦＡＸ（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）、市のホームページまたは直接窓口に
てお申し込みください。

※接種は12月からですが、11月25日（水）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約の上、接種してください。
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳を持ってお出掛けください。

市民

市民
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善　　意

成人式典
生涯学習課・内線272

住宅手当緊急特別措置事業

福祉課厚生援護係・内線164・165

ご存じですか？
「子育て家庭応援キャンペーン」

児童課・内線163

共同受信施設の地デジ化助成制度
岐阜県テレビ受信者支援センター

美濃陶磁歴史館

企画展
「瀬戸の本業焼～桃山陶写しを中心に～」

土岐市役所　〒509-5192　土岐津町土岐口2101　☎○54　1111

市では、成人式典を開催します。土
岐市に住民登録されている方（12月　1　
日現在）には、12月初旬に案内状を送
付します。
◆期日　平成22年　1　月11日（月・祝）
◆対象　平成元年　4　月　2　日から平成　2　
年　4　月　1　日生まれの方
※住民票を他の市町村へ移された方で、
式典に参加希望される方は、生涯学習
課へご連絡ください。
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。

離職により住宅を喪失している方ま
たはその恐れのある方に、住宅手当を
支給します。
◆期間　　6　カ月間
◆対象　次のすべてに該当する方
①離職して　2　年以内の方
②離職前に、自らの労働により賃金を
得て、主として生計を維持していた方
③就労能力および常用就職の意欲があ
り、公共職業安定所への求職申し込み
を行う方
④住宅を喪失している方または住宅を
喪失する恐れのある方（喪失をする恐
れのある方で賃貸住宅などに入居して
いる方）
⑤原則として収入の無い方。ただし、
当該世帯に一時的な収入がある場合は、
その月額が次の額以下であること　
▷単身世帯＝84,000円　▷複数世帯＝
172,000円
⑥生計を一とする同居の親族の預貯金
の合計が次の額以下の方　▷単身世帯＝
50万円　▷複数世帯＝100万円
⑦国の住居喪失離職者などに対する雇
用施策による貸し付けまたは給付、地
方自治体などが実施する類似の貸し付
けまたは給付などを受けていない方
◆支給額（月額）　▷単身世帯＝32,2
00円以内　▷複数世帯＝41,800円以内
詳しくは、福祉課厚生援護係へ。

県では、少子化対策の一環として、
シンボルマークのあるお店で「ぎふっ
こカード」を見せ
ると、商品の割引
や買い物ポイント
加算などのサービ
スが受けられる
「子育て家庭応援
キャンペーン」を
実施しています。
「ぎふっこカード」は、県内にお住
まいの18歳未満のお子さんのいる世帯
や妊娠中の方のいる世帯に、お子さん
一人に付き　1　枚配布しています。
ご希望の方は、児童課、保健センター

または各支所でお受け取りください。
配布の際に、18歳未満のお子さんがい
ることが確認できる書類（保険証など）
か、妊娠中の方は母子健康手帳を確認
させていただきます。
詳しくは、児童課へどうぞ。

◆会期　12月　6　日（日）まで
◆場所　美濃陶磁歴史館
◆入館料　▷大人　200円　▷大学・高
校生　100円　▷中学生以下無料
※20人以上の団体は、割引制度有り
◆会期中の休館日　毎週月曜日（11月
23日を除く）、11月　4　日（水）・24日（火）
◆開館時間　午前10時～午後 4時30分
（入館は、午後　4　時まで）
●講演会
◆日時　11月14日（土）午後　1　時30分～
　3　時
◆場所　市文化会館
◆演題　「近世後期から幕末維新期の
美濃焼物の流通」
◆講師　山形万里子氏（流通経済大学
教授）
◆入場料　無料
詳しくは、美濃陶磁歴史館（☎○55　12
45）へどうぞ。

地上デジタル放送を受信するための
費用は自己負担で実施することが基本
ですが、共同住宅（アパート・マンシ
ョン）内の共同受信施設や建造物など
による受信障害対策として設置された
共同受信施設では、地上デジタル放送
対応のための経費負担が過重となる場
合があるため、その一部を国が助成す
る制度があります。ただし、国・地方
公共団体などが所有する共同受信施設
は対象となりません。
助成対象となるのは、世帯当たり　3　
万　5　千円以上の経費が掛かる場合で、
最大　1　/　2　の助成が受けられます。助
成を受けるには、改修工事の実施前に
申請を行う必要があります。
◆締め切り　▷受信障害施設デジタル
化＝12月28日（月）　▷共同住宅の共同
受信施設デジタル化＝平成22年　1　月
15日（金）
申し込みなど詳しくは、デジサポ助
成金相談窓口（☎0570-093-724）また
は岐阜県テレビ受信者支援センター
（☎058-266-7025）へどうぞ。

次の方からご寄付をいただきました。
温かい善意をありがとうございました。
■駄知中学校に　駄知町慶王同年会厄
祭会様＝デジタルカメラ一式（計15万
円相当）
■肥田小学校に　肥田町四参年度申酉
会様＝カラーレーザープリンター、ペー
パーフィーダユニット（計20万円相当）
■肥田中学校に　肥田町四参年度申酉
会様＝集会用テント　2　台（計20万円相
当）

11月11日～17日は
税を考える週間です

　市民税や固定資産税など身近な
税について考えてみましょう。

2009.11.1　広報とき
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募　　集
市卓球選手権大会の出場者

市卓球協会

玉掛け技能講習会の参加者

東濃産業労働協会

子ども食育隊養成講座の受講者
市食生活改善推進協議会

救命講習会
南消防署

放送大学第1学期の集団入学生
放送大学多治見分室

ご　案　内

放送大学では、平成22年度第　1　学期
（　4　月入学）の学生を募集しています。
放送大学は、テレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学で、働
きながら学んで大学を卒業したい、学
びを楽しみたいなどの目的で、幅広い
世代や職業の方が学んでいます。
◆場所　多治見市学習館
◆出願期間　11月15日（日）～平成22年
　1　月29日（金）必着
◆対象　▷選科・科目履修生＝15歳以
上の方　▷全科履修生＝18歳以上の大
学入学資格をお持ちの方　▷修士科目・
選科生＝18歳以上の方
◆科目　心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など
◆入学料・授業料

※入学料は、入学者が20人以上の場合
です。
●大学説明会
◆日時　平成22年　1　月17日（日）午後　1　
時30分～
◆場所　多治見市学習館
詳しくは、放送大学多治見分室（多
治見市学習館内・☎○24　6309）へどうぞ。

◆日時　11月28日（土）午前10時～午後
　1　時
◆場所　鶴里公民館
◆対象　小学　4　年生から中学生
◆定員　20人（先着順）
◆内容　朝食の大切さについての話と
調理実習
◆参加費　無料
◆持ち物　筆記用具・エプロン・三角
巾
申し込みなど詳しくは、市食生活改
善推進協議会事務局（保健センター
内・☎○55　2010）へどうぞ。

消防署では、突然の病気や事故に対
応できるように、普通救命講習会を次
の通り開催します。
◆日時　12月13日（日）午前　8　時45分～
正午
◆場所　南防災センター（南消防署）
◆定員　30人（先着順）
◆内容　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を用いた心肺蘇生法と応急手当方法の
習得
◆参加費　無料
◆申し込み　12月　6　日（日）までに、電
話で南消防署救急係へお申し込みくだ
さい。
詳しくは、南消防署救急係（☎○58　01
19）へどうぞ。

◆日時　12月23日（水・祝）午前　9　時受
け付け開始
◆場所　セラトピア土岐
◆参加資格　市内在住・在勤の方、市
内の小中学生・高校生
◆種目　▷ジュニア男女シングルス
（小学生・中学　1　年生の部と中学　2　年
生の部に分かれます）　▷一般男女シ
ングルス　▷男女ダブルス
◆参加費　▷シングルス　500円（小・
中・高生　200円）　▷ダブルス 1,000
円（小・中・高生　500円）※当日徴収
◆申し込み　12月　6　日（日）までに、は
がきまたは封書で、市卓球協会事務
局・鈴木正貴さん（〒509-5203下石
陶史台　6-38）へお申し込みください。
詳しくは、同協会・鈴木さん（☎○57　

7921）へどうぞ。

東濃産業労働協会では、労働災害防
止を図るため、次の通り玉掛け技能講
習会を開催します。
◆期日　▷学科＝12月　2　日（水）・　3　日
（木）の　2　日間　▷実技＝12月　4　日（金）・

　5　日（土）のどちらか指定する日（　1　日）
◆時間　▷学科＝午前　8　時30分～午後
　5　時　▷実技＝午前　8　時～午後　5　時
◆場所　▷学科＝多治見美濃焼卸セン
ター（多治見市旭ヶ丘10-　6　）　▷実
技＝岐阜クレーン教習所（岐阜市西明
見町27）
◆定員　80人（先着順）
◆受講費　19,800円（テキスト代含む。
クレーン協会岐阜支部会員は、テキス
ト代のうち500円を補助）
◆締め切り　11月25日（水）
申し込みなど詳しくは、東濃産業労
働協会（☎○24　4595）へどうぞ。

全国青少年健全育成強調月間
みんなの手で青少年の健全育成を！

“大人が変われば、子どもも変わる”
『青少年　地域で守ろう　育てよう』

土岐市青少年育成市民会議11月1日（日）～30日（月）

スローガン

種　　類

科目履修生
（　6　カ月在学）

選科履修生
（　1　年間在学）

全科履修生 
（　4　年以上在学）

修士科目生 
（　6　カ月在学）

修士選科生 
（　1　年間在学）

入学料

3,000円

4,000円

11,000円

6,000円

8,000円

授　業　料

　1　科目（　2　単位）
当たり11,000円
（テキスト代を含む)

　1　科目（　2　単位）
当たり22,000円
（テキスト代を含む)

広報とき　2009.11.1
17



11
1平
成
2
1
年
1
1
月
１
日
号

vo
l.1
4
6
5

ときめきの瞬間

健やかな長寿社会を目指して

陶に触れ合う　秋の陶器祭り

下石どえらあええ陶器祭り
10月3日（土）・4日（日）

駄知どんぶりまつり
10月3日（土）・4日（日）

市の無形文化財「流鏑馬」が妻木町の八幡神社で行われ、
乗り子となった地元の小学生6人は、詰め掛けた観衆の声援
を受け、さっそうと参道を駆け上がりました。　10月11日（日）

いざ駆けよ　若獅子たち

セラトピア土岐で、第35回「健康を守る市民の集い」が開
催されました。会場内は、健康測定や食生活改善、リズムに合
わせた体操などの催しでにぎわいました。　　10月18日（日）

土岐川河川敷で、地元の幼稚園、小・中学生らが作った
2,000個の灯ろうが夜空を彩る「あかりの夕べ」が行われ、
来場者は幻想的な景色を楽しみました。　10月17日（土）

ほんのりと　やさしい明かり


